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桜
の
つ
ぼ
み
を
見
つ
け
た
時
や
春

一
番
の
薫
り
で
春
の
訪
れ
を
感
じ
、
花

吹
雪
や
豊
か
な
新
緑
を
目
の
当
た
り

に
す
る
こ
と
で
春
の
終
わ
り
を
感
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
季
節
の
変
わ
り

目
が
早
く
な
り
、
季
節
感
が
薄
れ
て
き

て
い
ま
す
。
時
の
速
さ
に
流
さ
れ
ず
、

五
感
を
働
か
せ
昔
な
が
ら
の
季
節
の

変
化
を
受
け
止
め
、
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
日
本
の
季
節
感
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
先
日
、
書
棚
を
整
理
し
て
い

ま
す
と
、「
基
礎
学
力
」（
昭
和
二
八
年

初
版
）
の
本
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
が

新
採
の
こ
ろ
先
輩
の
先
生
か
ら
譲
っ

て
い
た
だ
い
た
本
で
、
活
字
も
旧
字
体

で
、
懐
か
し
い
思
い
で
読
み
返
し
て
み

ま
し
た
。
当
時
も
基
礎
学
力
の
低
下
現

象
が
危
惧
さ
れ
、
「
学
力
と
は
何
か
」

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

新
し
い
学
力
観
と
し
て
、
「
知
識
の
有

無
だ
け
で
は
な
く
知
性
が
大
切
で
、
知

性
と
は
困
難
や
難
関
に
直
面
し
た
際

に
打
開
の
方
途
を
予
見
し
洞
察
す
る

働
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
内
容
が
記
述

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
基
礎
学

力
の
学
習
指
導
３
Ｒ
ｓ
（
読
み
・
書

き
・
計
算
）
か
ら
は
じ
ま
り
能
力
別
学

習
指
導
法
な
ど
、
現
在
に
も
通
じ
る
考

え
が
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。

昨
今
も
、「
学
力
の
向
上
」
か
ら
「
問

題
解
決
能
力
の
向
上
」
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
等
、

様
々
な
話
題
の
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
状
況
で
す
。
昔
か
ら
本
質
的
に
変
わ

ら
な
い
課
題
か
ら
、
多
様
な
時
代
の
流

れ
や
要
望
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し

て
く
る
も
の
ま
で
山
積
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
教
育
に
は
「
不
易
と
流
行
」

が
大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、

流
行
（
時
代
の
変
化
）
に
対
応
す
る
た

め
に
は
不
易
（
変
わ
ら
な
い
価
値
）
な

も
の
を
大
切
に
し
、
不
易
な
も
の
を
大

切
に
す
る
に
は
、
時
代
の
変
化
に
敏
感

に
な
る
こ
と
だ
と
、
改
め
て
思
っ
て
い

ま
す
。

教
育
へ
注
目
が
集
ま
る
な
か
、
社
会

か
ら
は
多
様
な
変
化
へ
の
対
応
を
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
歴

史
の
重
み
を
し
っ
か
り
と
感
じ
受
け

止
め
、
不
易
と
流
行
を
見
極
め
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
不
易
と
流
行
」
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平成２６年度 重点事業 

教育支援課 研修・研究グループ

本市の学校教育ビジョンに基づき，今日的な教育課題に対応した研修を実施し，教職員の

専門性と実践的指導力を高めるとともに，幅広い視野を備えた教職員の育成および資質・能

力の向上を目指します。 

「教師力向上研修」の推進 

① 「教師力向上研修」により一層の充実を図っていきます。 

今年度も，自己分析・自己研鑽・振り返りをスムーズに行い， 

全教職員の更なる資質・能力の向上を図るとともに，学校・ 

園全体の教育力を高めます。 

② 個人目標達成のための受講選択が容易になるよう，受講対象者や研修のねらいを明

確にした実践的な教職員研修講座を実施します。 

③ 各学校･園でのＯＪＴを円滑にすすめるために，センターニュースやサポートメール

を使って適時にサポート情報を配信します。 

１

２ 若手教員やミドルリーダー教員の育成 

① 初任から２年目の教諭及び１～２年目の講師を対象に，若手教員研修を実施します。

若手教員の授業づくりや学級経営についての研修講座を充実させるとともに，初任

者・若手教員への訪問支援を行います。 

② ３０～４０歳代の教員を対象に，学校運営の要となるミドルリーダー教員研修を実

施します。学校運営に役立つ研修講座を実施するとともに，若手教員の育成に携わ

る立場としての在り方について助言・支援します。 

若手教員研修 

教師力向上研修 

ＯＪＴの推進 

ミドルリーダー 

教員研修 

IＣＴの活用に

よる授業改善 

教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

学
校
の
組
織
力
向
上
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授業や校務へのＩＣＴ活用の推進 

① 各学校のＩＣＴコーディネーターを中心に，学校の実態や教職員のニーズに応じた

「工夫のある校内研修」を支援します。また，各教科の授業等で児童生徒の実践的

な情報活用能力と情報モラルの育成（情報教育）を図り，情報教育における教員の

指導力向上のための研修を行っていきます。 

② わかりやすい授業づくりや校務の効率化のためのＩＣＴ活用を一層進めるために，

より実践的なＩＣＴ活用研修やＩＣＴコーディネーター研修等を実施します。 

若手教員を中心とした研修を行い，ＩＣＴを活用した授業づくりを通して，若手教

員の授業力向上を目指し，市全体の教員の人材育成へとつなげていきます。 

３

平成２６年度 重点事業 

教育支援課 特別支援教育・相談グループ

１

☆ 要請のあった小学校へ巡回訪問します（臨床心理士 長谷川時三さん）

学校生活をおくる上で課題のある発達障害等の児童について，授業等の様子を観察した上で，支

援の内容と方法を学校に助言します。また，不登校リスク群の児童についても，ケース会議に参加

し，今後の方向性を先生方と共に考えます。    

「途切れのない支援」を目指し，関係機関と連携しながら特別支援教育を推進していきます。

 発達障害等で困り感のある児童生徒とその保護者や教職員との教育相談を行い，不適応状態

の改善や不登校児童生徒の学校復帰を目指します。 

校・園内特別支援教育推進体制の充実

「基礎的環境整備」や「合理的配慮」を考え，インクルーシブ教育システム構築に向け，校・

園内における特別支援教育を一層充実させていくためには，校・園内委員会を効果的に機能

させることが必要です。また，年々所有者が増えてきている相談支援ファイルについては，

「動く情報ツール」としての活用が期待されています。校・園内コーディネーター担当者研

修会を年３回実施し，校・園内委員会の運営方法や，相談支援ファイルの活用方法，個別指

導計画の作成方法等の研修を通して，校・園内コーディネーターの資質向上を図ります。 

☆全中学校へ巡回訪問します（特別支援教育士スーパーバイザー小栗正幸さん）

全中学校に年間２回訪問します。発達障害等の生徒について，具体的な支援方法を助言します。 

☆ 校・園内委員会（含ケース会議）の定期的・計画的開催を目指します

☆ 「動く情報ツール」として，相談支援ファイル活用を進めます 

巡回教育相談２ 
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四日市早期支援ネットワーク（YESnet
イ エ ス ネ ッ ト

）  

Yokkaichi city Education Center 

４

５

不登校や心に悩み・不安のある子どもへの支援として，相談員や

セラピストがカウンセリングやプレイセラピー等を行います。継続

的な来所相談を経て，子どもの心のエネルギーが回復されたときに

は，小学生には「わくわく教室」を，中学生には「ふれあい教室」

を勧めることがあります。   

発達等に課題のある子どもや障害のある子どもへの支援として，

来所相談や学校や園への巡回教育相談を行います。また，必要に応

じて，諸検査を行ったり，教育支援課が委嘱している専門医と相談

したりすることができます。 

適応指導教室は，学校に行かなければと思いながらも，登校できないでいる小中学生の子ど

もたちや，その保護者への支援をするところです。 

小学生を対象とした「わくわく教室」では，集団活動を通して，友だちとの関わり方などを

身につけていきます。中学生を対象とした「ふれあい教室」では，教育相談やカウンセリング

を行った後，少集団による学習活動や体験活動を通して，子どもたちの学校復帰に向けての支

援や，社会的自立を促す支援を行います。 

○ 子どもに「こころの不調」のサインがみられたら，教育支援課まで相談してください。必

要に応じてYESnet 連絡会議で事例検討を行い，具体的な支援の方法や医療等の連携の必要

性について検討していきます。 

○ YESnet スタッフが学校へ出向いて，出前相談や子どもの心の病気について理解が深まる

よう出前研修を行います。また，小中学生を対象に心の健康をテーマにした授業を行います。

教育支援課での教育相談 

☆不登校に関わる相談と発達等に課題のある子どもについての相談を 
受けています 

適応指導教室（わくわく教室，ふれあい教室） 

３

YESnet（Yokkaichi Early intervention Service network）は，

子どもたちの心の病気の早期発見・早期支援のために，教育委員会，

保健所，医療機関がネットワークを結んで取り組んでいる事業で

す。


